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5958 メラノーマBRAF変異解析（ベムラフェニブ）

パラフィンブロック
または
10％ホルマリン固定組織

室温

リアルタイムPCR
5000 5

〜
11

BRAF　V600Eを検出します。
本検査の場合、V600Eは、V600Kと
V600Dとの交差反応性が認められ
ます。
※1、※3
●1　●2　●3 2, 3

遺染

4435
メラノーマBRAF変異解析
（ダブラフェニブ、 
 エンコラフェニブ）

リアルタイムPCR
5000 5

〜
11

BRAF　V600EおよびV600Kの変異
を検出します。
※3
●1　●2　●3

 2, 3遺染

5939 EGFR変異解析 v2.0 リアルタイムPCR
2500 4

〜
7

※1、※3
●1　●2　●3　●4

 2, 3遺染

5949 ROS1融合遺伝子解析 リアルタイム
RT－ PCR

2500 5
〜
8

●1　●2　●3　●4

 2, 3遺染

4091 肺癌マルチCDxAmoyDx リアルタイムPCR
12500 5

〜
6

対象遺伝子変異18、19ページ参照
※3
●5

 2, 3遺染

4479
・
4480

肺癌マルチCDx遺伝子解析
（オンコマインTM Dx Target Test
 マルチ CDx システム）

次世代シークエンス法

6000
＋
12000

11
〜
15

対象遺伝子変異18、19ページ参照
※3
●1　●2　●3　●4

 2, 3遺染

4423 肺癌KRAS G12C変異解析
リアルタイムPCR
（Scorpion － ARMS）

2500 5
〜
11

※2、※3
●1　●2　●3　●4

 2, 3遺染

5720 RAS・BRAF遺伝子変異解析 PCR・HRM法

4000
5
〜
8

KRAS遺伝子およびNRAS遺伝子の
それぞれcodon12、13、59、61、117お
よび146のアミノ酸置換およびBRAF
遺伝子のcodon600のアミノ酸置換を
伴うV600Eの遺伝子変異を検出し、
変異の有無と変異型をご報告します。
※1、※3
●1　●2　●3　●4　●6　●7 2, 3

遺染

5922 KRAS遺伝子変異解析
核酸増幅法
（Tm値解析法）

2100 2
〜
6遺染

5719
または
3758

マイクロサテライト
不安定性検査〈MSI 解析〉
（免疫チェックポイント
 阻害剤）

20 ページ参照
20
ページ
参照

マルチプレックスPCR・
フラグメント解析法

2500 6
〜
8

●1　●2　●3　●4

 2, 3
遺染

区
分

コード
No. 検 査 項 目 検査材料 容

器
保
存 検査方法 実施料

判断料
所要
日数 備　　　考

●1 悪性腫瘍遺伝子検査として、固形腫瘍または悪性リンパ腫の腫瘍細胞を検体とし、悪性腫瘍の詳細な診断および治療法の選択を目的として悪性腫瘍患者本人に対
して行った場合に、患者1人につき1回に限り算定できる。ただし、肺癌における「EGFR変異解析」については、再発や増悪により、2次的遺伝子変異等が疑われ、
再度治療法を選択する必要がある場合にも算定できる。

●2 悪性腫瘍遺伝子検査の算定に当たっては、該当する遺伝子検査を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。
●3 「悪性腫瘍遺伝子検査」、「造血器腫瘍遺伝子検査」、「免疫関連遺伝子再構成」、「FLT3遺伝子検査」または「JAK2遺伝子検査」のうちいずれかを同一月中に併せて行っ

た場合は、主たるもののみ算定できる。
●4 患者から1回に採取した組織等を用いて同一がん種に対して悪性腫瘍遺伝子検査を実施した場合は以下の点数で算定できる。
「処理が容易なもの」2項目：4000点、3項目：6000点、4項目以上：8000点。
「処理が複雑なもの」2項目：8000点、3項目以上：12000点。

●5 肺癌患者の腫瘍組織を検体とし、患者1人につき1回に限り算定できる。
「肺癌マルチ遺伝子PCRパネル」と「悪性腫瘍遺伝子検査」および「EGFR変異解析(血漿)」、「ALK融合タンパク」、「ALK融合遺伝子解析」を併せて実施した場合は、主
たるもののみ算定できる。

●6 大腸癌患者における治療方針の決定として、「RAS遺伝子検査」、「BRAF遺伝子検査」の2項目包括点数として4000点を算定できる。
●7 早期大腸癌におけるリンチ症候群の除外を目的に本検査を実施した場合は、「BRAF遺伝子検査」として2500点のみ算定できる。RAS遺伝子検査の所定点数を併せて

算定することはできない。また、マイクロサテライト不安定性検査を実施した年月日を、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

※1 ホルマリン固定パラフィン包埋（foralin-fixed paraffin-embedded：FFPE）処理後12カ月以内、未染スライド作製後60日以内にご提出下さい。
※2 ホルマリン固定パラフィン包埋（foralin-fixed paraffin-embedded：FFPE）処理後3年以内、未染スライド作製後4週以内にご提出下さい。
※3 強酸による脱灰操作をした検体は検査できません。


